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研修医の皆さん，本書を手に取っていただきありがとうございます．
おそらく皆さんは医師としての第一歩を踏み出して，日々さまざまな患者
さんと向き合っていることでしょう．そのうえで，感染症ってどの領域にも
かかわってくる重要な領域だと感じていませんか？ そうです．内科，外科，
小児科，産婦人科…どの診療科を選択しても，感染症とのかかわりは避けら
れません．救急外来で出会う肺炎の患者さん，術後に発熱した患者さん，免
疫抑制薬を使用中の患者さん…さまざまな場面で感染症の知識が問われま
す．つまり，感染症を学ぶことは，どの道を選ぶにせよ，医師として必須
のスキルなのです．
感染症診療の魅力とは何でしょうか．そのひとつは「論理性」であり，「複
雑性」にあるのかもしれません．患者さんの年齢，性別，症状，既往歴（基
礎疾患），渡航歴，職業，採血結果，画像診断などを基に感染症が起こって
いる臓器や病原体を推定し，それを突き止める検査をオーダーする．そして
それらを総合的に判断して最終的な診断に辿り着く．さらにその患者さんの
治療に適した抗菌薬を選択し，有効な投与量・投与法を決定して投与し，患
者さんの回復を確認する．これらの過程はまさに医学におけるミステリー小
説のようです．あなたは患者さんから突きつけられる難問を考え抜いて，感
染症名や病原体名を決定していく．その結果，「BINGO！」と叫びたくなる
ような場面に出くわすかもしれませんし，「えーっ！ まさか」と言いたくな
るような現実を突きつけられることになるかもしれません．そしてその判断
が，結果的に患者さんの予後を左右することもあるのです．
感染症診療を複雑にしている別の要因のひとつには「流行」が大きく影響
するという点もあります．発熱，咳，頭痛，筋肉痛などを訴えて患者さんが
受診した場合，冬のインフルエンザの流行時期であれば，まずインフルエン
ザの検査をして陽性結果が出て「やっぱりね」，ということもありますが，
夏のまったく流行していない時期には検査も通常しません．でも患者さんが
「検査をやって欲しい」と言うので，「じゃあ念のため」とやってみたインフ
ルエンザの検査結果が陽性と出たとしたら，きっと結果そのものを疑ってし
まうでしょう．このように，流行を起こす病原体は常に変化しているので，

流行状況を考慮しながら，その時々に応じた判断が必要になります．そのよ
うな意味では，感染症診療には「ダイナミックさ」があるとも言えます．
また，当然，感染症診療でも失敗はあります．もちろん適切に診断を行っ
て，その病原体に適した治療薬を用いれば，患者さんは見違えるように良く
なっていきます．その一方で，診断がつかないまま，「一応この抗菌薬を続
けておきましょう」とやみくもに治療を行うと，長期間改善しないばかりで
なく，薬剤の副作用でさらに悪化するというケースもあり得ます．このよう
に，実力のなさが患者さんを結果的に苦しめてしまうことにつながるので
す．それをふまえて皆さんが理解しておかなければいけないのは，感染症診
療の実力を付けるには「知識」や「経験」がものを言うという点です．さまざ
まな書籍を読み込んで多くの知識を得ておくことはもちろん重要です．でも
それだけでは，その知識は本物とは言えません．やはり経験を積んでいくこ
とで診療のレベルが上がっていくのです．ただ残念ながら，誰もがさまざま
な症例を経験できるわけではありません．その意味で必要な経験を補足して
くれるのが本書ではないかと思っています．つまり貴重な感染症症例につい
て，本書を読みながら経験を積んでいけるわけです．
皆さんは日々の忙しい業務のなかで，難しい成書やガイドラインをじっく
り読み込むエネルギーは枯渇しているかもしれません．でもきっと皆さんは
そういうなかでも「医師として実力を付けたい」という気持ちはしっかり
もっているでしょう．本書はそんな皆さんの強い味方となるべく誕生しまし
た．複雑な感染症の世界を，わかりやすく，マンガを交えながら解説してい
ます．難解な概念も視覚的に理解できるよう工夫を凝らし，臨床の現場です
ぐに役立つ知識を厳選しました．本書があなたの臨床現場での判断を助け，
患者さんへのより良い医療の提供につながることを願っています．
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